
 

 

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆ お客様   

2770地区職業奉仕委員長 岸 雅則様 

委員 紙本瑞基様 

◆ 会長あいさつ      加藤芳隆会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１月３１日の例会記録 

日の例会記録 

 私が檀家のお寺で、青柳の三覚院の現職の住職で

６６歳でした。 ２５日お通夜・２６日告別式で、寒い

中２日間会葬をしてまいりました。 亡くなった原因

の病気が、何と胆管癌で、４年前にその手術で肝臓

を、半分摘出する大手術室を受けていましたが、再

発して残念ながら、お亡くなりになってしまいました。 

６６歳では、まだまだお若いし、地元の青年会時代

は、一緒に活動した仲間として寂しい思いで、遺骨を

とる際は、胸がいっぱいになりました。  

今の医学なら早期発見でしたら、治癒する可能性

が高いでしょうから、毎年検診の必要性を、改めて

大きく感じました。 

皆さんも、今一度検診を考えてみては、如何でしょう

か？ 

今日の例会は、岸職業奉仕委員長の卓話を、宜しく

お願い申上げ、あいさつと致します。ありがとうござ

います。 

 皆さんこんばんは、今日も例会に、ご出席ありがとう

ございます。１月２０日の大寒が過ぎ、先週は１０年ぶ

りの寒さで注意するよう、気象庁から発表が有り大変

な寒さでした。今週末の土曜日は立春ですが、自宅

で「ふきのとう」が出ていました。女房が天ぷらにしてく

れましたので食べましたが、子どもの頃は苦さが苦手

で嫌いでしたが、段々と年齢と共にその苦さが、美味

しく感じるようになるものなんだすね、立春よりひと足

早く春を感じる事が出来ました。 

さて、１７日の例会で、線虫による癌検診を受けた

話をさせて、いただきましたが、結果報告が、メールで

来ました。「尿の中のがんの匂い成分が含まれるか

否かを線虫の嗅覚を用いて調べるもので、適正な環

境下で一定の期間、数十回の解析を行った結果、線

虫に顕著な反応が見られませんでした」との事で、 ５

段階中の２番で、今のところ癌の可能性は無いらし

く、下の二段階は、精密検査が必要との事でした。 

そんな時に偶然ですが、訃報のお知らせが届きまし

た。  

 

会 長：加藤 芳隆 

幹 事：鈴木  努 

 

例会日：毎週火曜日 19:00～20:00 
例会場：草加市文化会館 
事務局：草加市青柳 8-56-21 
    TEL/FAX 048-967-5315 
    PC：sokamatsubara@abelia.ocn.ne.jp 

国際ロータリー第 2770地区第 9グループ 

草 加 松 原 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

第５１１回 例会 ２月７日 草加市文化会館 

草加松原ロータリークラブ 
２０２２ｰ２３年度 国際ロータリーのテーマ イマジンロータリー  

＊＊本日のプログラム ＊＊ 

開会点鐘             幹事報告 
ロータリーソング         委員会報告  
四つのテスト          ＳＡＡ報告 
お客様紹介                  出席報告 
会長挨拶                      閉会点鐘 

          誕 生 祝・結婚祝 

      入会式 
          

 
 

    

幹事報告      鈴木 努幹事 
 皆さんこんばんは、本日はリモートで参加させ

ていただきます。本日幹事報告はございません 

 



  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                     国際ロータリー第 2770地区  

                    職業奉仕委員会 岸 雅則委員長    

皆さんこんばんは、第 2770 地区職業奉仕委員長をさせていただいております岸と申します

宜しくお願い致します。本日は草加松原ロータリークラブさんと言う事で、草加市は、私は弟が長い間谷塚に住

んでおりました。今は父の介護をするために実家に帰ったのですが、それまでは数ヵ月に 1 度は草加に来て食

事などをしておりましたので、草加の道は久しぶりと思いながら来させていただきました。今回ご依頼をいただ

き、喜んでさせていただきます。ありがとうございます。 

本日は、「ロータリー活動を上向きにする新たなプログラムを始めます」と言う事で、今後の職業奉仕委員会が

皆様のクラブに対してどのようなことをやっていくのかをお話しさせていただきます。宜しくお願い致します。まず

はロータリアンの基本であります職業奉仕を簡単におさらいさせていただきます。是非聞いていただければと思

います。 

ロータリークラブには、職業奉仕という独特の奉仕活動があるのですが、どういったものなのか皆さん、明解な

答えありますか！私もそうだったのっですが、意外にもよくわからないのだよ！とお答えになる方が実はとても多

いです。私も職業奉仕委員会に出向して 2 年目になりますが、1 年目は全く分からないまま過ぎ去ったのではな

いかと思います。職業奉仕はロータリーの基盤と言われております。ある意味ではとても大事な活動です。です

から各クラブで職業奉仕の話をしていただきたいのですが、職業奉仕の認識がきちんとできておりませんとロー

タリークラブ自体が金だけ出しておけばよいでしょうと上辺だけの奉仕をするわけです。 

こちらのクラブは違いますけど、そうならないためにも職業奉仕をご理解いただければと思います。 

職業奉仕、どのようなものなのか改めて解説させていただきます。 

≪ロータリークラブの誕生≫ 

いまから 117年前、1905年アメリカシカゴで誕生しました。弁護士の 

ポール P.ハリスさんの呼びかけで友人 4人が集まった！ 

その目的は、仲間で友情を深めたいということでした。時間が経つにつれ 

て、その関係はお互いに仕事の協力へと繋がっていった。お互いに協力し 

合うことにより、お互いのビジネスが潤っていったそうです。 

それがロータリークラブの始まりです。 

創立期のロータリークラブの目的は「親睦から信頼と信用を培い、安心した取引ができること」当初目指していっ

たことと聞いて私もびっくりしました。そのおかげで仕事が繁盛していったそうなのです。その結果ロータリークラ

ブの噂を聞きつけた人はどんどん入会していき、大きくなっていったそうです。この時代はロータリークラブに入る

ことそのものが設ける手段のひとつだったそうでございます。瞬く間に全米に広まったそうです。クラブもドンドン

拡大していったそうですが、同時に社会が多くのやっかみを受ける時代もあったそうです。当時は社会秩序が乏

しい時代でしたからそのようなことも沢山あったと思います。ロータリークラブが違反の対象になっていったそうで

す。そんなさ中に、アーサー・F・シェルドンさんがロータリークラブに入会されたそうで    

す。シェルドンさんは、批判を浴びるのは、クラブの方針が正しくないからだと考えて、クラブの皆

さんにこのようなことを提案されたそうです。「自分の仕事を伸ばしたいのなら、儲けを優先する

のではなく、職業を通じて社会に奉仕するという考えで事業を営みなさい」と言う事をロータリー

クラブに植え付けていったそうです。それによってクラブの考え方が少しずつ変わっていき、世間

から認知されるようになったそうです。このような歴史があります。これが職業奉仕の原点となっ

て 1911年に「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」という有名な標語 

に繋がっていった歴史があります。その後ポールハリスが掲げた「お互いに助け合い成長しよう」という考え方と

シェルドンが提唱した「職業を通じて社会に奉仕する」の思想が加わって、職業奉仕ができた。その結果としてロ

ータリーの四つの目的である。親睦・職業倫理・社会奉仕・国際奉仕が形になってきたそうです。職業奉仕の基

盤ができるまでは紆余曲折があったようでございます。 

こちらの木は皆さんご存じかと思います。「ロータリーの木」といいます。 

どこかでご覧になったことがあると思います。 

これは渡辺 RI理事が発案したもので、2008年ロータリーの国際会議で公式 

に採択されたものでございます。 

1本の木に例えて奉仕活動における職業奉仕を説明したものでございます。 

幹が職業奉仕、それに対してそれ以外のロータリー財団やその他の奉仕活 

動は葉っぱであったり、身であったり、花というようなことだそうです。 

当たり前ですけど、幹が大きく育たないと、葉も花も大きく育たない！ 

ロータリーは職業奉仕が中心になっていると言うことがお判りいただけたかと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪まとめ≫ 
・職業奉仕とは「職業を通じて、人々に奉仕することで、自らを更なる高みに上げていくこと」これが職業奉仕の意

味と言う事らしいのです。 

この思想が根っこにあるから、様々な奉仕が実現できるという事なのです。この自らを更なる高みに上げていく

と言う事が本質だそうです。 

・「職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータ

リアン各自の職業を高潔なものにすること」ただ奉仕すれば良いのではなくええ、奉仕を通じて自分自身の職

業を高みに上げていくと言う事が職業奉仕の価値ということです。職業でお手伝いするだけではなく、人々に幸

せになっていただくためにそれを通じてより良いものができないか！より素晴らしい貢献はできないか！ご自

身が考える中で一緒に成長していくということが職業奉仕と言う事だと思います。 

今後の職業奉仕委委員会の活動 
私ども職業奉仕委員会が目指しているものはなにか！ 

皆様の望んでいらっしゃることが成就して、幸せになっていただくこと！これしかないです。 

具体的には何をするのか！2つございます。 

・例会で仲間を知り人脈を作るプログラムを提案します。 

 委員会の方から、皆様のクラブにプログラムをご提案します。今作成しています。 

・第 2770地区ロータリアンの職業分類データベースを作成します。 

 私達生きている中で、仕事上で困ったことや誰に相談してよいのかわからない！と言う事があると思います。そ

れを解決してくれるような会員制のホームページをイメージしています。 

このデータベースを通して人脈作りの入口としていきたい！もちろん強制ではないです。最初はご希望者だけ

でと考えております。これも今日・明日のことではございません。少し先の話ですが、このようなことも考えてお

ります。 

ここで皆様に伺いたいことがございます。「皆さんロータリークラブに入って一番良かったと言う事は何ですか」 

私たちはたくさんの方にお伺いしています。面白いです。ほぼ皆さん同じ答えです。「人脈」と答えられます。 

ロータリークラブに入って多くの人脈ができることだとすると、逆にたいした人脈ができなければ、ロータリーに入

る価値はあまりないと言う事になってしまいます。どうですか！私のクラブは久喜 RC です。私は今日皆お会地区

の職業奉仕委員長として皆さんにお話をさせていただいています。すると皆さん私のことを知っていただけます

し、皆さんと名刺交換して知り合うきっかけがあるのです。でも地区に出向しなかったとしたら、おそらく私が知り

合う人はクラブのメンバーだけです。皆さんと知り合う事もないと思いますし、皆さんも私のことを知ることはなか

ったと思います。入ったクラブが大きければ相当の人脈が築けると思いますが、こじんまりしたクラブだったらそこ

で知り合う人しか人脈はできないではないですか！実際に色々なお話を伺うと、たいした人脈もできないで会費

が高額ではないかと思われている方が以外に多い！それは、入会をお勧めする時に「人脈ができるから入ろう

よ」とお勧めの仕方をする！すると人脈できないではないか！となってしまうとロータリークラブの魅力がなくなっ

てしまう！あとは JC の先輩後輩の中ですね！先輩に言われたら断れない！会費だけ払っていますという方もい

らっしゃいます。そこで私たち委員会は、そういった人たちも全ての方々にロータリーの素晴らしさを知っていただ

くことはできないかを、毎月集まっては、話し合っています。 

私達が目標としている理想のロータリークラブは、どのようなものかを思い描いているのか！ 

・入会されると多くの人びとと知り合う機会が自動的に与えられる。どのよういなるかわからないですが、そうなれ

ば良いな～と思っています。 

・知り合った仲間同士で親睦を深めていただいて、人脈をおおいに広げていってください。そのようなシステムが

出来れば良いなと思っています。 

その結果としてある人は仕事や商売が繁盛してビジネスの成功によって、入会して良かったという方がいらっしゃ 

るかもしれませんし、またある方は、様々な趣味の分野で沢山の仲間ができることで、良かったと思われる方も、

いらっしゃるかもしれません。また、募金や寄付をすることでロータリークラブに入ったそれだけで十分という方もい

らっしゃる。人それぞれなのですが、ロータリーに入った全ての会員さんが多くお仲間ができて、人脈ができて、自

分が幸せだと思える活動が出来ているとしたら、それは理想的なクラブなのではないかっと私達は考えています。

委員会はそれを目指して、どうしたらそうなるのかを考えています。その為にやるべきことは何かといいますと、 

・お仲間のことをまずはよく知っていただくことです。相手のことをよく知らなければ、仲良くなりようがないです。 

 今日、私のことを知っていただくために私のプロフィールをお配りしました。これを読んでいただくと、このような仕

事をしていてなどと、ある程度お分かりいただけたと思います。逆にプロフィールを持ってこなければ私のことは何

もわからない！ただ委員長の岸と言う事しかわからない、一生知ることはない事だと思うのです。皆さんのクラブ

では、お仲間のことをどれくらいわかっていますか？私のプロフィールくらいの事はわかっていますか！意外とわ

かっていないというクラブが多いのです。クラブの中ですら人脈ができていないところもあります。色々お話ししまし

たが、職業を通して社会に奉仕ということは、ここにいらっしゃる皆さんが社会の一員ですから、お互いに奉仕しあ

う、お互いに貢献しあうことが社会に奉仕することの第一歩になると思うのです。 

マザーテレサの話である方が「世界平和のために私は何をすればよいですか」と聞いたそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

1 月 31 日 ニコニコＢＯＸ 

金額 15,000 円 累計 381,201 円 

1 月 31 日  出 席 報 告 

会員総数 33 出席 17 

出席免除  5 ＭＵ  2 

出席適用 28 出席率 67.86 

加藤 芳隆会長 第 2770地区 岸職業奉仕委員長、紙本職業奉仕委員ようこそ、卓話を宜しくお願い致します 
飯山 英彦会員 職業奉仕委員会 岸 雅則様、紙本瑞基様、卓話ありがとうございました。 
牛山 信康会員 毎日寒い日が続きますが我が家の白梅が一輪咲き始めました。春が近づいています。 

今夜は、職業奉仕の勉強させていただきます。 
木村 博行会員 職業奉仕委員会 委員長岸様、委員の紙本様ようこそ！本日は卓話宜しくお願い致します。 
        最近欠席ぎみですみません。なるべく参加します！ 
篠宮 時雄会員 岸委員長、紙本委員、卓話ありがとうございます。 
田中 和郎会員 岸委員長、紙本委員、卓話ありがとうございます。 
富永  悟会員 本日は遅刻してしまいました。申し訳ありません。 
        2770地区岸職業奉仕委員長、卓話ありがとうございました。 
二階堂祐司会員 職業奉仕委員会 委員長岸様、委員の紙本様、本日は卓話宜しくお願い致します。 
長谷部健一会員 国際ロータリー第 27770地区 職業奉仕委員長 岸 雅則様、委員の紙本瑞基様、本日は卓話あ

りがとうございます。 
山崎 秀美会員 地区職業奉仕委員会 委員長岸様、委員の紙本様、今日は卓話宜しくお願い致します。 
        寒さが身にしみます。 
森  勇一会員 本日は岸職業奉仕委員長、紙本委員、ご訪問ありがとうございました。 
        今日学んだことを今後の奉仕活動に活かして参ります。 
渡辺美和子会員 先日は誕生祝のお花をありがとうございました。 
関  幸彦会員 岸委員長、紙本委員ようこそ！明日から 2月スタートです。 

もう 1か月か！まだ 1か月か！「もうはまだなり、まだはもうなり」私の座右の銘です。 
北畠 文康会員 本日財務のお話が聞けるとは思いませんでした。勉強させていただきます。 

 

今後のプログラム  
2/14 演劇創造ドラマン「高瀬舟」    レセプション 

2/21 卓話「公共イメージ部門」    レセプション 

     2770地区瀬田秀樹部委員長 

2/28 卓話「インボイス制度について」 

     長谷部健一会員        レセプション 

                  渡辺美和子会員 
皆さんこんばんは、先日は誕生日のお花ありがとうございました。 

獨協大学から歩いて 1５分くらいのところなのですが、松原児童青少年交流センター（ミラトン） 
で、小惑星探査機、本物ではありません。 
まだ宇宙で探査をしています。実物大模型の展示とその話を先生方がして下さいます。 
2月 3日（金）～5日（日）10：00～17：00までやっておりますので、お孫さん等をつれて、是非 
行ってください。よろしくお願いいたします。 

１月３１日 ZOOM参加者 

鈴木 努幹事  来栖勝幸会員 

細道識行会員 

27770地区企画 婚活パーティー            
「再婚さんいらっしゃい」  山口昭人ＳＡＡ 
再婚者を対象にした企画です。パンフレットが配られて

いると思います。ご興味のある方はお声掛けください。 
宜しくお願い致します。 

 

こう答えたそうです。「家に帰って家族を大切にして下さい」とおっしゃったそうです。自分のまわりの人を幸せに

することが、世界を幸せにする第 1 歩ということなのです。みなさんローアリアン同士どうでしょう！お互いのこと

を良く知り合って貢献しあう！これがポピュラーなことなのですね！まずはクラブの中で良く知り合う！それから

他のクラブの皆さんと交流をしていただく！人脈をどんどん広げていきませんか！とのお話です。 

そのために先ほどお話ししました 2つのことをこれから作ってご提案させていただきます。最終的には 2770地区

約２３５０名ローアリアンがいらっしゃいます。全ての方が職業分類データベースに載り、それを通じて交流・貢

献・奉仕しあえたら、凄いことになるのではないかと私たちが考えています。職業奉仕委員会では、一人でも多く

の方と繋ぐ役割をさせていただきたいと考えています。繋がってロータリアン同士協力していただいて幸せになっ

ていただくと言う事を考えています。思いつきで言っているのではありません。 

固い契りを結んでおります。3年計画なのです。今年 1年目です。 

今後このプログラムを進めていく上で、色々お願いすることもあると思いま 

す。その時には、ご協力を宜しくお願い致します。また、職業奉仕委員会 

5人しかおりません、前期は 10数名おりましたが、少人数で孤軍奮闘して 

おります。今年の 7月から新年度が始まりますので、この中から手伝っても良 

い思っていただけましたら是非出向していただきたいと思います。 

宜しくお願い致します。ありがとうございました。 


